
東京駅

新潟駅

庄内空港

山形空港

羽田空港

上
越
新
幹
線

東
北
新
幹
線

山
形
新
幹
線

羽
越
本
線

余目駅
新庄駅

福島駅

東京～庄内町への主要アクセス

庄内町の観光情報発信

庄内町の旅行情報

空路（ANA１日４～５便運行）
羽田空港 　　　　　庄内空港 　　　　　  庄内町余目駅前

JR（新幹線 +特急）
東京駅 　　　　　　　　新潟駅　　　　　　　余目駅

高速バス（夜行）

車（高速道路利用）

東京　　　　        庄内町余目駅前

庄内町

山形県庄内町観光情報サイト
Navi 庄内町

タイムリーな情報発信
庄内町 Instagram

庄内町商工会
庄内マルシェ

庄内町商工観光課 観光物産係  /   庄内町観光協会 

庄内町余目観光ガイドの会
本誌 5～8 ページで紹介している余目の
市街地を中心としたガイド。お申し込
みは、庄内町観光協会へ。
0234-42-2922

自慢のお米から地酒、豚肉、定期便まで、庄内町自慢の返礼品をたくさん用意して
います。詳細は、手続き可能な特設公式サイト「庄内町ふるさと納税特設サイト」にて。

イベントから観光モデルコースま
で町のあらゆる観光情報を紹介し
ています。

庄内町、観光協会、立川総合支所が
それぞれに地域の情報を発信中！

庄内町商工会が配信する飲食
系アプリ。お得なクーポンや
お店情報が満載です。

本誌 9~12 ページで紹介している清川の歴史を
めぐるガイド。お申し込みは、清川歴史公園へ。
0234-25-5885

きよかわ観光ガイドの会 羽黒修験道を守る会
古の信仰の道、羽黒古道を案内
するガイド。お申し込みは、立
川総合支所 立川地域振興係へ。
0234-56-2213

※期間によって異なります

※予約：庄内交通   0234-24-7600

約60分 車で約20分

上越新幹線  約120分 羽越本線 約120分❶

東京 　　　　　  福島　　　            山形　　　　　   ❶

❷

尾花沢 庄内町余目駅前

庄内町
余目駅前

JCT

JCT JCT

IC

〒999-7781　山形県東田川郡庄内町余目字沢田 108-1（庄内町新産業創造館クラッセ内）

庄内町のふるさと納税

庄内町ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）

電話：0234-42-2922（8:30～17:15）　FAX：0234-43-6422　
休業日 /土日祝・年末年始　　e-mail：shokokanko@town.shonai.yamagata.jp　

約7時間

東北自動車道 
約3時間40分

東北中央道 
約１時間20分

東京 　　　　　  長岡　　　             新潟中央　　　   ❷ 関越自動車道 
約 3時間 40 分

北陸自動車道
約40分

山形自動車道 
約30 分

日本海東北自動車道 
（一般道含む）約3時間

車で
約1時間10分

車で約15分

羽田空港 　　　　　山形空港 　　　　　  　　庄内町余目駅前約60分 車で約１時間30分

東京駅 　　　　　　　　新庄駅　　　　　　　   余目駅山形新幹線  約210分 陸羽西線（代行バス） 
約60~90分

JCT
酒田中央
IC

庄内町観光協会

「庄内町ふるさと応援
寄附金」公式サイト

「庄内町ふるさと応援
寄附金」Instagram

立川総合支所
「いいね！立川」

Navi 庄内町 庄内町
「ココオシ庄内町」

サイト「清川歴史公園」にも
申し込みフォームがあります

0234-42-0159（平日 8:30~17:15）

り
ゅ
う
と
歩
む
ま
ち
へ

庄内町

山形県 庄内町 観光ガイドブック

iPhone用 Android 用



ふ
た
つ
の
龍
の

言
い
伝
え
が
あ
る

お
い
し
い
お
米
の
ふ
る
里
。

な
ぜ
、
り
ゅ
う
の
ま
ち
？

山
形
県
東
田
川
郡
庄
内
町

人
口
お
よ
そ
２
万
人
。
庄
内
平
野
が
広
が
り

最
上
川
と
立
谷
沢
川
が
流
れ
る
日
本
有
数
の
米
ど
こ
ろ
。

　
最
上
川
の
両
岸
に
山
が
迫
る
最
上
峡

を
抜
け
る
と
、
途
端
に
大
き
な
空
と
庄

内
平
野
が
一
面
に
広
が
り
ま
す
。
そ
の

地
が
、
立
谷
沢
川
と
最
上
川
に
沿
っ
て

形
成
さ
れ
て
い
る
庄
内
町
。
２
０
０
５

年
に
余
目
町
と
立
川
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
、
龍
に
ま
つ
わ
る
ふ
た
つ
の

言
い
伝
え
が
あ
る
ま
ち
で
す
。

　
ひ
と
つ
は
立
谷
沢
川
流
域
の
龍
神

信
仰
で
す
。
立
谷
沢
川
は
月
山
を
源

と
す
る
清
流
で
、
江
戸
時
代
初
頭
に

北
館
大
学
助
利
長
公
が
北
楯
大
堰
を

整
備
し
て
、
そ
の
清
流
を
庄
内
平
野

に
流
す
と
、
庄
内
平
野
は
日
本
有
数

の
米
ど
こ
ろ
と
し
て
大
き
く
発
展
し

ま
し
た
（
詳
細
は
９
ペ
ー
ジ
）。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、
立
谷
沢
川
は
大
雨

が
降
る
た
び
に
暴
れ
る
龍
の
よ
う
に

ク
ネ
ク
ネ
と
流
れ
を
変
え
、
田
ん
ぼ

や
村
に
水
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
流
域
に
は
水
を
司
る

神
「
龍
神
」
を
信
仰
す
る
風
習
が
生

ま
れ
、
各
所
に
龍
神
碑
が
祀
ら
れ
ま

し
た
。
熊
谷
神
社
に
続
く
道
に
立
つ

碑
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
熊
谷
神
社
は
、
古
く
か
ら
出
羽
三

山
、
大
山
の
善
寳
寺
と
と
も
に
信
仰

を
集
め
て
き
た
庄
内
を
代
表
す
る
霊

場
で
す
。
境
内
の
奥
に
は
御
瀧
神
社

が
鎮
座
し
、
流
れ
落
ち
る
御
神
水
は

下
流
の
田
畑
を
潤
し
て
き
ま
し
た
。

明
治
26
年
に
阿
部
亀
治
が
「
亀
ノ
尾
」

の
元
と
な
る
３
本
の
稲
を
発
見
し
た
の

も
、
そ
の
御
神
水
が
最
初
に
流
れ
落
ち

る
田
ん
ぼ
。
折
れ
に
く
く
、
冷
害
と
害

虫
に
強
い
「
亀
ノ
尾
」
は
、
町
内
の
森

屋
多
郎
左
エ
門
が
生
ん
だ
「
森
多
早
生
」

と
と
も
に
日
本
の
お
い
し
い
お
米
の

ル
ー
ツ
と
な
り
ま
し
た
（
左
の
図
参

照
）。
庄
内
町
を
「
お
い
し
い
お
米
の

ふ
る
里
」
と
称
す
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　
言
い
伝
え
の
ふ
た
つ
め
は
、
余
目

エ
リ
ア
に
あ
る
「
金
沼
」
の
飛
龍
伝

説
で
す
。
か
つ
て
金
沼
に
は
嵐
を
起

こ
す
龍
が
住
み
、
村
人
た
ち
は
龍
を

鎮
め
る
た
め
に
毎
年
村
の
娘
を
泣
く

泣
く
捧
げ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
年
、
そ

の
役
が
回
っ
て
き
た
信
心
深
い
娘
が
龍

に
向
か
っ
て
観
音
経
を
一
心
に
唱
え
た

と
こ
ろ
、
龍
は
浄
化
し
、
こ
の
地
の
安

1

2
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❶庄内平野と月山。❷北楯大堰。❸ 
「亀ノ尾発祥の地」看板。❹「亀ノ尾」
生みの親・阿部亀治。 ❺熊谷神社。
❻飛龍伝説の地・金沼。❼庄内町の
北側に沿って流れる最上川。

▲

最上川

月山

立谷沢川

余目
エリア

立
川
エ
リ
ア

ど
ら

あ
ま
る
め

2 1

鶴岡市

酒田市

三川町

遊佐町

山形県

庄内町

泰
と
稲
作
を
守
る
龍
神
に
な
り
ま
し

た
。
堤
防
が
整
備
さ
れ
る
前
、
最
上
川

は
そ
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
て
大
小

様
々
な
沼
を
残
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
伝
説
も
最
上
川
が
大

き
く
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
時
を
経
た
１
９
９
２
年
、
商
工
会

青
年
部
が
こ
の
飛
龍
伝
説
を
掘
り
起

こ
し
、
飛
龍
の
山
車
を
製
作
し
て
「
余

目
ま
つ
り
」
で
担
ぎ
ま
し
た
。
飛
龍

囃
子
が
完
成
し
た
２
０
０
２
年
か
ら

は
飛
龍
を
メ
イ
ン
に
し
た
「
夏
宵
ま

つ
り
」を
開
催
。
そ
し
て
２
０
１
９
年
、

「
龍
ま
ち
っ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始

動
し
、
ま
ち
の
ふ
た
つ
の
「
龍
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
新
し
い
祭
り
創

り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て

２
０
２
２
年
に
始
ま
っ
た
の
が
「
し
ょ

う
な
い
氣
龍
祭
」
で
す
。

　
ふ
た
つ
の
地
に
息
づ
い
て
き
た

「
龍
」
を
、
ま
ち
の
発
展
と
五
穀
豊
穣

を
祈
る
新
た
な
庄
内
町
の
シ
ン
ボ
ル

に
。「
お
い
し
い
お
米
の
ふ
る
里
」
は
、

龍
と
と
も
に
歩
む
「
り
ゅ
う
っ
と
庄

内
町
」
な
の
で
す
。2021年に始動し

たプロジェクト。
先人たちの米に
込めた想いをつ
ないでいくため
に、特産品開発
とブランド作り
に取り組み中。

おいしいお米のルーツ

お米の系譜図

亀ノ尾

愛国

旭

農林 8号

森多早生

ササニシキ

陸羽132号
農林 1号

奥羽292号

東北164号
越路早生

農林22号

ササシグレ

ハツニシキ
東北24号

ホウネンワセ

越南158号
山形80号

山形90号

初星

あきたこまち

ひとめぼれ
コシヒカリ

はえぬき

つや姫

雪若丸
庄内29号

山形70号

庄内町で誕生

庄内町で誕生
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おいしいお米のルーツ

「亀ノ尾」の生誕地

２



龍
神
信
仰
。

飛
龍
伝
説
。

庄
内
町
の
龍
の
祭
り
が

夏
の
忘
れ
ら
れ
な
い

記
憶
に
な
っ
て
い
く
。

り
ゅ
う
の
ま
ち
を
楽
し
む
に
は
？

８
月
11
日
の
「
し
ょ
う
な
い
氣
龍
祭
」
に
、
ま
ず
は
行
っ
て
み
よ
う

　
８
月
11
日
の
夜
。
飛
龍
囃
子
が
鳴
り

響
く
中
、
地
元
小
中
学
生
に
よ
る
龍
担

ぎ
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
で

ま
ち
の
熱
気
が
高
ま
る
と
、
全
長
40
ｍ

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
飛
龍
と
新
し

く
製
作
さ
れ
た
全
長
30
ｍ
の
姫
龍
が
、

会
場
の
左
端
と
右
端
に
分
か
れ
て
ス
タ

ン
バ
イ
し
ま
す
。
そ
し
て
太
鼓
の
音
と

共
に
庄
内
飛
龍
會
に
よ
る
龍
の
舞
が
ス

タ
ー
ト
。
沿
道
で
は
観
客
に
襲
い
か
か

る
か
の
よ
う
な
迫
力
で
く
ね
る
２
体
の

龍
に
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
起
こ

り
、演
者
と
観
客
が
一
体
と
な
る
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

　
庄
内
飛
龍
會
の
前
身
は
、
２
０
０
３

年
発
足
の
飛
龍
保
存
会
。「
庄
内
を
代

表
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
な
る
よ
う

8•11 夕方START
県道 44 号線

庄内町ギャラリー温泉町湯
周辺

人
と
地
域
と
時
を
つ
な
げ
る
。
皆
で
創
り
、
育
て
て
い
く
、
新
し
い
ま
ち
の
祭
り
。

に
」
と
２
０
１
８
年
に
名
前
を
改
め
、

町
と
一
緒
に
「
龍
ま
ち
っ
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
新
た

な
祭
り
創
り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
ふ
る
さ

と
を
誇
れ
る
よ
う
な
祭
り
に
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
祭
り
の
実
行
委
員
会
は

全
域
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
地
元
企

業
と
の
連
携
を
強
化
し
、
参
加
体
験
型

の
仕
組
み
を
作
り
、
さ
ら
に
寄
付
を
し

て
く
れ
た
全
国
各
地
の
人
や
地
元
の
子

ど
も
た
ち
の
願
い
事
を
２
体
の
龍
の
う

ろ
こ
に
刻
む
な
ど
、
皆
で
祭
り
を
創
る

よ
う
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。 「
龍
を
通

し
て
人
々
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、

時
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
い
う
皆

1
2

3

屋台と

キッチンカーによる

 庄内の食も大集合！

ど
ら

4

❶フィナーレは庄内飛龍會
の30人ほどの男性陣が飛龍
を担いで舞います。❷新た
に作られた姫龍を担ぐのは
庄内飛龍會を中心とする女
性陣。❸飛龍囃子に合わせ
たダンスと龍による氣龍祭
パレードも見応えあり。

みんな
あつまれ

の
思
い
が
伝
わ
る
し
ょ
う
な
い
氣
龍

祭
。
だ
か
ら
観
る
人
の
胸
を
熱
く
す
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
夏
、
そ
の

感
動
を
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
て
は
。

「しょうない氣龍祭」
公式サイト



い
つ
行
っ
て
も
楽
し
め
る
の
は
？

そ
の
一
、
余
目
の
ま
ち
め
ぐ
り
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茶屋町商店街のこだわり酒店

町
役
場
や
商
工
会
な
ど
が
あ
る

庄
内
町
の
中
心
部

余
目
の
中
心
地
は

酒
田
と
清
川
を
結
ぶ

街
道
沿
い
に
発
達
し
た

商
人
の
ま
ち
。

懐
か
し
い
景
色
と
笑
顔
が

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ず

あ
る
元
気
な
ま
ち
。

　
駅
前
商
店
街
、
茶
屋
町
商
店
街
、
中

央
通
り
商
店
街…

。
余
目
に
行
く
と
商

店
街
が
多
い
の
に
気
が
つ
き
ま
す
。
こ

こ
は
か
つ
て
、
酒
田
湊
か
ら
清
川
を
経

て
仙
台
方
面
に
続
く
街
道
沿
い
に
発
達

し
た
地
。
特
に
ハ
ナ
ブ
サ
醤
油
や
旧
余

目
ホ
テ
ル
な
ど
が
あ
る
表
町
は
、
人
や

馬
、
駕
籠
が
往
き
交
い
、
店
や
旅
館
が

建
ち
並
ぶ
ま
ち
で
し
た
。
大
正
３
年
に

余
目
駅
が
開
業
す
る
と
、
茶
屋
町
に
店

が
た
く
さ
ん
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
次
第

に
駅
近
く
に
も
商
店
街
が
形
成
さ
れ
、

今
の
姿
へ
。
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
か
、

この
あたり

川村 英子 さん

庄内町のお土産ならなんでもあり

地元で愛されるおもち屋さん

なんでもバザールあっでば

山形の地酒うめかわ

川村もち店

　戦前までは酒蔵だった酒屋さん。店主の三浦さんが酒蔵
から直接仕入れているお酒が、庄内の地酒を中心にズラリ
と並んでいます。選ぶのに迷ったらアドバイスもしてくれ
ますよ。オリジナルの商品開発にも
積極的で、つや姫の地ビールや地元
海産物を使った乾き物も。珍しくて
喜ばれる庄内土産が見つかりそう。

代表銘柄「やまと桜」の酒蔵

　阿部さんは７年間のイタリア修行を経て、生
まれ故郷に工房兼ショップをオープンしたジュ
エリーデザイナー兼クラフトマン。ショップに
は西洋彫り技術を駆使したオリジナルブランド
「r23atelier88」のジュエリーを展示する他、カ
ジュアルブランド「otto otto」の商品も。土日
祝にショップとして来客者を迎えています。リ
ング作りなどのワークショップも受付中！

　創業1890（明治23）年の同社は、代表銘柄「やまと桜」の名で愛さ
れてきた蔵。2023年４月から新体制となり、新当主の松本さんと新杜
氏の遠田さんのもと、蔵人が一丸となって伝統を守りつつ、新たなブ
ランドづくりに取り組んでいます。また、蔵見
学をはじめ母屋を活かした観光事業も今後は展
開するとのこと。蔵見学はお問い合わせを（要
予約/10～３月は造り期間のため不可）。

鈴木 碧 さん

「しょうゆの実」で一躍有名に

ハナブサ醤油株式会社
佐藤 美智 さん

ジュエリー工房＆ショップ
r 2 3 a t e l i e r 8 8

阿部 竜 さん

三浦 政司 さん
合名会社 佐藤佐治右衛門
松本 洋一郎 さん、  遠田 嘉人 さん

　JR余目駅前にある、庄内町の産直＆物産店。2014年オー
プン時からのスタッフである鈴木さんは、地元の人にも親
しまれる看板娘。広報主任として、お店だけでなく大好き
な庄内町のPR活動も精力的にしてい
ます。商品やお土産のことはもちろ
ん、観光のことも気軽に聞いてみて
くださいね。

商店街のヒト１

駅から徒歩１分

商店街のヒト２
駅から徒歩６分

商店街のヒト３

駅から徒歩10分

商店街のヒト５
駅から徒歩19分

商店街のヒト６

駅から徒歩25分

商店街のヒト４

駅から徒歩17分

駅
か
ら
商
店
街
を
歩
く
と
、
最
初
は
昭

和
レ
ト
ロ
な
ま
ち
の
姿
が
続
き
ま
す

が
、
県
道
43
号
と
庄
内
町
役
場
を
経
て

表
町
の
方
に
行
く
と
、
往
年
の
歴
史
と

風
格
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
に
出
合
い
ま

す
。
江
戸
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
を

経
て
現
代
へ
。
余
目
の
ま
ち
が
何
故
か

懐
か
し
い
気
が
す
る
の
は
、
時
代
時
代

の
面
影
が
残
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
余
目
の
商
店
街
を
支
え
て
き

た
の
は
、
今
も
昔
も
お
店
の
人
た
ち
。

各
店
が
創
意
工
夫
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

店
同
士
が
集
ま
っ
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
合
い
な
が
ら
商
品
磨
き
を
す
る
「
庄

内
町
一
店
逸
品
研
究
会
」
や
、
商
店
の

知
識
と
知
恵
を
暮
ら
し
に
役
立
て
る
「
庄

内
町
ま
ち
ゼ
ミ
」
な
ど
、
一
人
一
人
が

商
工
会
と
も
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
町

の
元
気
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
景
色
を

味
わ
っ
て
、
気
に
な
る
お
店
に
入
っ
て

会
話
し
て
。
ま
ち
を
め
ぐ
れ
ば
き
っ
と

意
外
な
発
見
に
出
合
え
ま
す
。

昭和30年代に先代が開業し、現在は川村さんとご主人と実
母と３人でもち各種と赤飯の製造販売をしています。「なん
でもバザールあっでば」などでも販売していますが、人気

商品のためお店への予約注文が確実かも。
また川村さんは庄内町商工会女性部部長
として、まちの情報発信事業も担当。お
すすめは立谷沢川流域だそう。

9:00~19:30（月～土）、9:00~19:00（日祝）　第３日曜・元旦休み　0234-42-2466

8:00~18:30　不定休　予約注文は0234-42-3371へ

庄内町新産業創造館クラッセ内　9:00~18:00　第３火曜・元旦休み 　0234-42-1777

　1823（文政６）年に「福島屋」として創業し、現在はしょうゆ、みそ、
しょうゆの実造りを専門としている醸造蔵。15代目奥様で看板おか
みの佐藤さんが「紅しだれ桜や夏水仙など、花の美しい時期に来店
いただくと嬉しいです」と語るように、四季
折々の花が咲く庭も見事。歴史ある仕込み蔵
（工場）と合わせ、見学も可能なのでお問い合
わせを。商品は店頭の直売所で購入できます。

9:00~18:00　土日祝休み　0234-43-3012

8:00~17:00　土日祝休み　0234-42-3013

13:00~20:00　土日祝日のみ店舗営業（平日は予約可）　0234-43-0088

ま
ち
め
ぐ
り

マ
ッ
プ
は

次
ペ
ー
ジ
へ

か　
ご
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→狩川駅・清川駅方面

→鶴岡駅・新潟駅方面

←酒田駅・
　秋田駅方面

44

8

44

ブリラーノ

庄内町
商工ふれあい
会館

カフェ&ギャラリー
JUJU

居酒屋
しょうじ依田善

稲村

居酒屋
にいちゃん

一幸食堂

かなめ食堂

余目ホテル

長村旅館

酒と仕出し
かねこ

あまるめ
ゲストハウス
MOKKEHOUSE

ホルモン・
焼肉居酒屋
まるしん。

麺厨房
煌麺

焼肉
もりもり

和牛料理
はんだ

マックスバリュ余目店

庄内警察署●

余目中学校

乗慶寺

佐藤幸徳中将
追慕の碑

レストラン香林塔

カフェ&ダイニングK-Dining

ファミリーロッジ
旅籠屋・庄内店

やき鳥
一久

中国料理あじ彩

らーめん支那虎
一番亭

爽味旬風 和心

　椰の木カフェ

　居酒家
ほりこし

払田の地蔵の松

余目第三
小学校

庄内総合
高校

農家レストラン
農々家

麺工房
香味屋

●関東自動車学校

ひまわりくぐろーど
八幡公園

民宿
ふきのとうビジネス

ホテル泉

佐藤佐治右衛門

鯉川酒造
庄内余目病院

ホワイトハウス

八幡スポーツ公園

森の
ケーキ屋さん

漬物メーカー
マルハチ

遠田食堂

余目
まちめぐり

MAP

JR 余目駅

川
村
食
堂

田
村
食
堂

手
打

う
ど
ん
鶴

居
酒
屋

二
号
店

居
酒
屋
ひ
げ
坊
主

酒
友
快
処

う
た
げ
家

JR 余目駅前にある
庄内町新産業創造館クラッセを
起点にぐるーっと。余目は実は
ラーメン店などの飲食店が

たくさんある
グルメ天国です。

茶屋町通り商店街

仲町商店街

表町通り商店街

駅前通り商店街

東一番町商店街中央通り商店街

上朝丸商店街

上
朝
丸
商
店
街

三浦さんがいる
「山形の地酒うめかわ」

はココ

佐藤さんがいる
「ハナブサ醤油」

はココ

川村さんがいる
「川村もち店」

はココ

松本さんと
遠田杜氏がいる

「佐藤佐治右衛門」
はココ

阿部さんがいる
「r23atelier88」

はココ

鈴木さんがいる
「なんでもバザール

あっでば」は
クラッセの中

観光案内所、庄内町情報館、なんでもバザールあっ
でば、カフェ余目製パン、FELICITA　、
6次産業化貸工房などを併設する複合
観光施設。無料レンタサイクルも利用
できます。

庄内町新産業創造館クラッセ

湯気に集い、アートとくつろぐ
温泉施設。泉質は単純温泉で熱
波（ロウリュ）サウナも。町家
造りが特徴で、中庭を囲むよう
に浴室などが配置されていま
す。9:00~21:00、第
２水曜休み、大人
530 円・子ども 260
円。

庄内町
ギャラリー温泉町湯

クラッセ

響ホール

ギャラリー温泉

町 湯

8/11の
しょうない氣龍祭は
この通りが会場！

三
平
食
堂

ラ
ー
メ
ン

萬
人

軽
食
ひ
ま
わ
り

　
　
ヤ
マ
ザ
ワ
余
目
店

中
華
そ
ば
家

た
か
は
し

庄
内
町
役
場

旧
余
目

ホ
テ
ル

焼
き
そ
ば
専
門
店

テ
ン
テ
ン

割
烹

繁
利
屋

串
処
35
番

Ａ
コ
ー
プ

あ
ま
る
め

ケ
ン
チ
ャ
ン

ラ
ー
メ
ン
余
目
店

鉄
板
焼

こ
み
せ
ん

宿

宿

宿
宿

平成館

宿

宿

宿

居
酒
屋

小
林
食
堂

つ
る
や

中
華
そ
ば

八
千
代

レ
ッ
ド
サ
ル
ー
ン

お
好
み
焼

な
に
わ

麺や 猪鹿蝶

JR余目駅は
羽越本線と
陸羽西線の
接続駅！

八幡神社

余
目
八
幡
神
社

LOTUS coffee stand×創作BAL KURA

屋外施設（JFA 公認規格人工芝
サッカー場、ソフトボール場、
多目的広場）と屋
内施設（総合体育
館、屋内多目的運
動場、ほたるドー
ム）の総合施設。

庄内町八幡
スポーツ公園

2023年秋に新図書館
としてオープン。木の
香りに包まれたカフェ
のような空間です。

庄内町立図書館

水彩画界の巨匠の作
品約2000点を収蔵。
2024年５月にリニュー
アルオープン。

大ホールは座席数504。音響設計
に優れ、コンサート
から演劇まで幅広い
演目が行われていま
す。

庄内町文化創造館
響ホール

0234-43-6486

0234-45-1433

0234-43-2222

や
き
と
り

一
平

食堂・ラーメン 和食処 洋食 カフェ

お好み焼き・たこ焼き・焼きそば 飲み処パン・スイーツ

カフェ余目製パン、
FELICITA も+

庄内町立図書館
内藤秀因水彩画記念館

内藤秀因水彩画記念館

●ローソン

セブンイレブン●

セブンイレブン●

●ファミリーマート

川村もち店

氣龍祭

しょう
　　ない

＋



源
義
経
と
弁
慶
が

御
諸
皇
子
神
社
で

一
夜
を
明
か
す

●

江
戸
初
期

　
　
１
６
１
２

●

１
６
２
２

北
館
大
学
が

北
楯
大
堰
を
つ
く
る

酒
井
家

庄
内
入
部

●
●

江
戸
後
期

　
　
１
８
３
０

１
６
８
９

松
尾
芭
蕉
が
清
川
に

上
陸
す
る

参
勤
交
代
の

本
陣
と

御
殿
が

お
か
れ
る

出
羽
三
山
詣
で
の

人
々
で
に
ぎ
わ
う

「
明
治
維
新
の
魁

（
さ
き
が
け
）
」

清
河
八
郎
が

生
ま
れ
る

●

江
戸
末
期

　
　
１
８
６
８

●

大
正
３
年

　
　
１
９
１
４

●

平
成
31
年

清
川
口
が

戊
辰
戦
争
の

戦
場
と
な
る

鉄
道
が
開
通

水
の
駅
と
し
て
の

役
割
を
終
え
る

２
０
１
９

「
清
川
歴
史
公
園
」

オ
ー
プ
ン

　
清
川
は
、
山
々
が
両
脇
に
迫
る
最
上

峡
の
ち
ょ
う
ど
出
口
に
あ
た
る
地
。
鉄

道
が
開
通
す
る
大
正
時
代
ま
で
、
こ
の

先
し
ば
ら
く
の
区
間
は
陸
路
を
開
削
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
最
上
川
舟
運
が
唯

一
の
交
通
手
段
で
し
た
。
そ
の
た
め
清

川
は
必
然
的
に
運
行
す
る
舟
の
発
着
地

と
な
り
、
古
く
か
ら
人
や
物
、
文
化
が

行
き
交
う
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
多
く

の
歴
史
を
内
包
し
て
き
ま
し
た
。

　
清
川
に
伝
わ
る
歴
史
で
最
も
古
い
逸

話
は
、
源
義
経
一
行
が
奥
州
藤
原
氏
の

元
に
向
か
う
途
中
、
地
内
の
御
諸
皇
子

神
社
で
一
夜
を
明
か
し
た
と
の
話
。『
義

経
記
』
に
そ
の
件
が
記
さ
れ
、
当
神
社

に
は
今
も
義
経
ゆ
か
り
の
品
や
大
絵
馬

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
最
初
に

庄
内
地
方
を
治
め
た
最
上
義
光
は
狩
川

城
主
と
し
て
北
館
大
学
助
利
長
公
を
配

し
ま
し
た
。
当
時
の
庄
内
平
野
は
低
い

位
置
を
流
れ
る
最
上
川
か
ら
水
を
引
く

こ
と
が
で
き
ず
、
荒
地
が
広
が
り
人
々

が
困
窮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
北
館

大
学
は
領
内
を
く
ま
な
く
歩
い
て
調
査

し
、
10
年
の
月
日
を
費
や
し
て
立
谷
沢

川
が
平
野
よ
り
も
高
い
位
置
を
流
れ
て

い
る
こ
と
を
発
見
。
立
谷
沢
川
か
ら
水

を
引
い
て
庄
内
平
野
に
送
る
堰
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
１
日
約
７
４
０
０
人

の
作
業
員
を
動
員
す
る
な
ど
し
て
、
わ

ず
か
４
カ
月
の
短
期
間
で
約
10
㎞
の
水

路
を
完
成
。
そ
の
後
も
本
水
路
を
元
に

堰
工
事
が
進
め
ら
れ
る
と
、
荒
地
だ
っ
た

場
所
に
多
く
の
田
が
開
か
れ
、
村
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
米
ど
こ
ろ
庄
内
の
礎
と
な
っ

た
北
楯
大
堰
は
４
０
０
年
以
上
絶
え
る
こ

と
な
く
田
を
潤
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
酒
井
家
が
庄
内
に
入
部
す
る
と
、
藩

主
が
１
年
交
代
で
江
戸
に
勤
務
す
る
参

勤
交
代
は
、
清
川
か
ら
最
上
川
舟
運
で

川
を
上
り
、
途
中
で
陸
路
を
進
む
の
が

通
常
コ
ー
ス
で
し
た
。
そ
の
た
め
関
所

の
隣
に
庄
内
藩
の
御
茶
屋
（
本
陣
ま
た

は
御
殿
と
い
う
）
が
置
か
れ
、
参
勤
交

代
の
度
に
清
川
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

１
７
６
４
年
の
参
勤
交
代
で
は
舟
の
数

が
１
３
３
艘
、
一
行
は
７
０
０
人
に
の

ぼ
っ
た
そ
う
。
ま
た
俳
人
松
尾
芭
蕉
が

『
お
く
の
ほ
そ
道
』で
清
川
に
上
陸
し
、羽

黒
山
、
月
山
、
湯
殿
山
を
参
拝
し
た
よ
う

に
、
江
戸
中
期
頃
か
ら
は
出
羽
三
山
詣

で
が
庶
民
に
広
が
り
、
全
国
か
ら
参
拝

客
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
宿
や
店
、
酒

屋
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
た
清
川
。
中

で
も
当
地
一
の
素
封
家
と
し
て
知
ら
れ

た
の
が
齋
藤
治
兵
衛
家
で
、
後
に
「
明

治
維
新
の
魁
」
と
評
さ
れ
た
清
河
八
郎

の
生
家
で
し
た
。

　
八
郎
は
18
歳
で
江
戸
に
上
り
、
清
河

塾
を
開
き
、
浪
士
組
を
ま
と
め
て
尊
王

攘
夷
運
動
を
起
こ
そ
う
と
し
ま
す
が
、

←清川の歴史的できごと

志
半
ば
で
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

生
ま
れ
故
郷
の
清
川
で
は
そ
の
偉
業
を

称
え
、
八
郎
を
御
祭
神
と
す
る
清
河
神

社
を
建
立
、
没
後
１
０
０
年
の
際
に
は

清
河
八
郎
記
念
館
を
建
て
、
遺
品
な
ど

貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
清
河
八
郎
暗
殺
か
ら
５
年
後
、
戊
辰

戦
争
が
勃
発
し
、
薩
長
軍
に
よ
っ
て
朝

敵
と
み
な
さ
れ
た
庄
内
藩
に
新
政
府
軍

が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
激
し

い
防
衛
戦
が
行
わ
れ
た
の
が
清
川
口
で

す
。
立
谷
沢
川
を
挟
ん
だ
銃
撃
戦
で
は

村
民
も
率
先
し
て
援
軍
に
入
り
、
敵
陣

を
退
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歓
喜

寺
に
は
こ
の
合
戦
で
戦
死
し
た
庄
内
側

の
墓
碑
が
、
立
谷
沢
川
沿
い
の
山
際
に

は
長
州
藩
士
の
墓
碑
が
建
て
ら
れ
、
地
域

の
人
に
よ
っ
て
弔
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
鉄
道
が
開
通
し
、
交
通
の
要

衝
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
清
川
。
今

は
か
つ
て
の
喧
騒
が
幻
だ
っ
た
か
の
よ

う
な
静
か
な
里
と
な
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
人
た
ち
が
「
き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ

ド
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
清
川
の
歴
史
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
ま
ち
を
歩
け
ば
、
こ

の
地
で
起
き
た
歴
史
ロ
マ
ン
に
き
っ
と
心

が
動
か
さ
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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か
つ
て
の
最
上
川
舟
運
の
宿
場
町
に
は

見
ど
こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ
ん

北館大学助利長公
1547-1625
1601年に狩川城主となり
北楯大堰の整備に尽力。
「開発の恩人・水神様」
として北舘神社のご祭神
となっている。　

きただてだいがくのすけとしなが

さ
き
が
け

清
川
は
、

立
谷
沢
川
が
最
上
川
に

合
流
す
る
地
に
あ
る

静
か
な
里
。

ま
ち
を
歩
け
ば
、

壮
大
な
歴
史
物
語
が

見
え
て
き
ま
す
。

い
つ
行
っ
て
も
楽
し
め
る
の
は
？

そ
の
二
、
歴
史
の
里
清
川
め
ぐ
り

この
あたり

【
古
代
〜
中
世
】

【
江
戸
時
代
前
中
後
期
】

【
江
戸
末
期
】

【
江
戸
初
期
】

●

古
代
か
ら

　
　
最
上
川
舟
運
の

　
　
要
と
な
る

●

平
安
末
期

1579年の創建。清河八郎生家の齋藤
治兵衛家の菩提寺。清河八郎と妻お
蓮の墓、戊辰戦争の庄内軍戦死者墓、
天保飢饉義民の墓などがあります。

開削から400年以上が経過し、農業のみならず地域発展への
貢献度が高い施設を登録する「世界かんがい施設遺産」に
2018年、山形県で初めて登録されました。

北楯大堰

歓喜寺

御諸皇子神社

清河神社と
清河八郎坐像

「報恩坂」という石段を登った山中に
ある由緒ある神社。創建は不明。1759
年から２年かけて作られたという随神
門の金剛力士像も有名です。

ごしょのおうじじんじゃ

きただておおぜき

かんきじ

ぎ

け
い
き

そ
う



　
清
川
は
、
山
々
が
両
脇
に
迫
る
最
上

峡
の
ち
ょ
う
ど
出
口
に
あ
た
る
地
。
鉄

道
が
開
通
す
る
大
正
時
代
ま
で
、
こ
の

先
し
ば
ら
く
の
区
間
は
陸
路
を
開
削
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
最
上
川
舟
運
が
唯

一
の
交
通
手
段
で
し
た
。
そ
の
た
め
清

川
は
必
然
的
に
運
行
す
る
舟
の
発
着
地

と
な
り
、
古
く
か
ら
人
や
物
、
文
化
が

行
き
交
う
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
多
く

の
歴
史
を
内
包
し
て
き
ま
し
た
。

　
清
川
に
伝
わ
る
歴
史
で
最
も
古
い
逸

話
は
、
源
義
経
一
行
が
奥
州
藤
原
氏
の

元
に
向
か
う
途
中
、
地
内
の
御
諸
皇
子

神
社
で
一
夜
を
明
か
し
た
と
の
話
。『
義

経
記
』
に
そ
の
件
が
記
さ
れ
、
当
神
社

に
は
今
も
義
経
ゆ
か
り
の
品
や
大
絵
馬

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
最
初
に

庄
内
地
方
を
治
め
た
最
上
義
光
は
狩
川

城
主
と
し
て
北
館
大
学
助
利
長
公
を
配

し
ま
し
た
。
当
時
の
庄
内
平
野
は
低
い

位
置
を
流
れ
る
最
上
川
か
ら
水
を
引
く

こ
と
が
で
き
ず
、
荒
地
が
広
が
り
人
々

が
困
窮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
北
館

大
学
は
領
内
を
く
ま
な
く
歩
い
て
調
査

し
、
10
年
の
月
日
を
費
や
し
て
立
谷
沢

川
が
平
野
よ
り
も
高
い
位
置
を
流
れ
て

い
る
こ
と
を
発
見
。
立
谷
沢
川
か
ら
水

を
引
い
て
庄
内
平
野
に
送
る
堰
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
１
日
約
７
４
０
０
人

の
作
業
員
を
動
員
す
る
な
ど
し
て
、
わ

ず
か
４
カ
月
の
短
期
間
で
約
10
㎞
の
水

路
を
完
成
。
そ
の
後
も
本
水
路
を
元
に

堰
工
事
が
進
め
ら
れ
る
と
、
荒
地
だ
っ
た

場
所
に
多
く
の
田
が
開
か
れ
、
村
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
米
ど
こ
ろ
庄
内
の
礎
と
な
っ

た
北
楯
大
堰
は
４
０
０
年
以
上
絶
え
る
こ

と
な
く
田
を
潤
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
酒
井
家
が
庄
内
に
入
部
す
る
と
、
藩

主
が
１
年
交
代
で
江
戸
に
勤
務
す
る
参

勤
交
代
は
、
清
川
か
ら
最
上
川
舟
運
で

川
を
上
り
、
途
中
で
陸
路
を
進
む
の
が

通
常
コ
ー
ス
で
し
た
。
そ
の
た
め
関
所

の
隣
に
庄
内
藩
の
御
茶
屋
（
本
陣
ま
た

は
御
殿
と
い
う
）
が
置
か
れ
、
参
勤
交

代
の
度
に
清
川
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

１
７
６
４
年
の
参
勤
交
代
で
は
舟
の
数

が
１
３
３
艘
、
一
行
は
７
０
０
人
に
の

ぼ
っ
た
そ
う
。
ま
た
俳
人
松
尾
芭
蕉
が

『
お
く
の
ほ
そ
道
』で
清
川
に
上
陸
し
、羽

黒
山
、
月
山
、
湯
殿
山
を
参
拝
し
た
よ
う

に
、
江
戸
中
期
頃
か
ら
は
出
羽
三
山
詣

で
が
庶
民
に
広
が
り
、
全
国
か
ら
参
拝

客
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
宿
や
店
、
酒

屋
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
た
清
川
。
中

で
も
当
地
一
の
素
封
家
と
し
て
知
ら
れ

た
の
が
齋
藤
治
兵
衛
家
で
、
後
に
「
明

治
維
新
の
魁
」
と
評
さ
れ
た
清
河
八
郎

の
生
家
で
し
た
。

　
八
郎
は
18
歳
で
江
戸
に
上
り
、
清
河

塾
を
開
き
、
浪
士
組
を
ま
と
め
て
尊
王

攘
夷
運
動
を
起
こ
そ
う
と
し
ま
す
が
、

→新
庄駅
方面

47

47

志
半
ば
で
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

生
ま
れ
故
郷
の
清
川
で
は
そ
の
偉
業
を

称
え
、
八
郎
を
御
祭
神
と
す
る
清
河
神

社
を
建
立
、
没
後
１
０
０
年
の
際
に
は

清
河
八
郎
記
念
館
を
建
て
、
遺
品
な
ど

貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
清
河
八
郎
暗
殺
か
ら
５
年
後
、
戊
辰

戦
争
が
勃
発
し
、
薩
長
軍
に
よ
っ
て
朝

敵
と
み
な
さ
れ
た
庄
内
藩
に
新
政
府
軍

が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
激
し

い
防
衛
戦
が
行
わ
れ
た
の
が
清
川
口
で

す
。
立
谷
沢
川
を
挟
ん
だ
銃
撃
戦
で
は

村
民
も
率
先
し
て
援
軍
に
入
り
、
敵
陣

を
退
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歓
喜

寺
に
は
こ
の
合
戦
で
戦
死
し
た
庄
内
側

の
墓
碑
が
、
立
谷
沢
川
沿
い
の
山
際
に

は
長
州
藩
士
の
墓
碑
が
建
て
ら
れ
、
地
域

の
人
に
よ
っ
て
弔
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
鉄
道
が
開
通
し
、
交
通
の
要

衝
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
清
川
。
今

は
か
つ
て
の
喧
騒
が
幻
だ
っ
た
か
の
よ

う
な
静
か
な
里
と
な
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
人
た
ち
が
「
き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ

ド
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
清
川
の
歴
史
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
ま
ち
を
歩
け
ば
、
こ

の
地
で
起
き
た
歴
史
ロ
マ
ン
に
き
っ
と
心

が
動
か
さ
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

清川河川公園
かわまちづくり広場

東雲橋

清川河川公園
河川グラウンド

親水広場

水深50㎝

安心して

川遊びができる！

【
戊
辰
戦
争
】

最　上　川

北楯大堰

東北自然歩道

最　上
　川

立
谷
沢
川

御諸皇子神社

歓喜寺

清川口の戦いで戦死し
た長州藩士２名を祀る
墓。同郷の元首相、岸
信介が書いた碑文「赤
心薫萬古」があります。 戊辰戦争

官軍墳墓

←余
目駅
・狩
川駅
方面

JR清
川駅

宮
小
路

寺
小
路

清川関所は川口番所と船見番所がある観光拠点。川口番所では歴
史的資料の展示がある他、「お食事処 御殿茶屋」を併設し、曜日
限定で手打ちそばやスイーツが楽しめます。また、観光案内やレ
ンタサイクルも川口番所にて受付しています。

清川歴史公園

源義経ゆかりの神社

仁王像は入り口の

随神門内に

戊辰戦争
庄内軍墓

清川口の戦いで
戦死した10名のお墓も
歓喜寺の境内に。

江戸時代、
清川2800石を管理した
齋藤隼人家の屋敷跡

歓喜寺境内に
両親、弟、妻お蓮と
一緒に弔われています。
墓表は山岡鉄舟に
よるもの。

清河八郎墓

北
楯
頭
首
工

多
目
的
広
場

こ
こ
か
ら
立
谷
沢
川
の

清
流
を
庄
内
平
野
へ

北
月
山
荘
、
羽
黒
山
、
月
山
方
面
↓

清川歴史公園を拠点に、「きよかわ観光ガイドの
会」が案内します。コースは５種類。１週間前
までの要申込みです。詳しくは公式サイトへ→

「回天の魁士・清河八郎」の波乱の生
涯を紹介するホームページはこちら→

きよかわ観光ガイドの会

P

P

P

P

P

P

明治天皇
行在所碑

高麗門

北館大学助利長公の
御功績！

清河八郎
生家の跡

東屋

殉難十六夫慰霊塔

青鞍之淵遺跡碑

清川まちづくり
センター

船見番所芭蕉句碑
松尾芭蕉立像

清河神社
清河八郎坐像

清川歴史公園

清河八郎記念館

川口番所
（御殿茶屋）

今回まち歩きを案内してくれた「きよかわ観
光ガイドの会」の齋藤八重子さん。とてもわ
かりやすく清川の歴史を教えてくれました。

1962年に開館。大人 500 円、高校生
300円、中学生200 円、小学生以下
無料。月曜・冬季（12~2月）休館。

清河八郎記念館
御殿林

清河八郎について熱く語る
館長の廣田幸記さん。

戊辰戦争では庄内藩の本陣
が置かれた。今はチップが敷
かれた心地よい林。

歴史の里
清川めぐり

MAP
清川を観光するなら

まず関所の復元施設がある
清川歴史公園へ。
駐車場も完備の
拠点施設です。

まち歩きの拠点に

【川口番所】
開館▶10:00～17:00
休館▶月曜（祝日の場合は翌日休館）と冬季間（12～２月）

【お食事処 御殿茶屋(川口番所内）】
昼食▶土日祝の11:00～14:00
　　　東風そば、手打ちそば、
　　　麦切り、御殿セット
喫茶▶平日の11:00~16:00
　　　コーヒー、抹茶
　　　あづま屋菓子舗の菓子など

【レンタサイクル】
レンタル時間▶10:00~17:00
料金▶平日４時間以内  500円／台、１日（10:00~17:00）1,000円／台

0234-25-5885

報
恩
坂

0234-57-2104

御殿林

腹巻岩

戊辰の役古戦場●

官軍領地

庄内藩領地

庄
内
藩

平成の名水百選

塞の神様の石祠

もとは1717年に
庄内藩主が植えた

防風林

北楯大堰
北楯大堰

清河八郎墓

北館大学助利長公の
御功績！

世界かんがい
施設遺産

大庄屋跡（清川組）

レンタサイクルも
こちら

疫病を払い、五穀豊穣をもたらす
塞の神。１月３日には伝統行事「塞
の神」が毎年行われています。

か
ま
ど

青鞍之淵遺跡碑
北楯大堰工事の難所。北館大学助利長公が荒れ
狂う水面に青貝摺の鞍を投げ込んだところ、水面
が静まり、工事が無事に進んだとの説があります。

新・奥の細道なんじゃもんじゃのみち

JR清
川駅

北楯大堰沿いに
歩いていけば
北舘神社など
狩川めぐりも
できるよ

あづま屋
菓子舗

北楯大堰工事の最中に崖崩
れに巻き込まれて亡くなった
16人の人夫の慰霊塔
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イチオシは
山形名物のダシをのせた
「東風（だし）そば」

です



季
節
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
は
？

ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

14 13

亀治のひな人形展
楯山公園桜まつり

カートソレイユ最上川 オープン

1 月

千河原八幡神社

MAP : P22

亀ノ尾の里資料館

MAP : P22

安産と無病息災・身体堅固を祈願する、千河
原で古くから行われてきた祭りです。地区の
少年たちが裸で冷水を浴びてみそぎをする姿
は、県を代表する冬の風物詩。1 月15 日に一
番近い日曜日に毎年開催しています。

ガイドの案内の
もと、北月山荘
を起点に２時間
ほど雪山をト
レッキングしま
した。

楯山公園

バスで町内施設のお雛様
をめぐり、清川関所内の
食事処でそばを堪能。茶
道体験で和菓子と抹茶を
いただきました。

東北最大級のJKLA加盟コー
スを持つカート場。本格的な
レースから気軽なファミリー
向けまで、モータースポーツ
を楽しめます。

旧家に大切に受け継がれ
てきたお雛様や、1000体
を超える土人形のお雛様
などを期間展示します。

庄内平野を一望できる桜の名所で毎年４月に
開催。祭りの名物は豚肉とニシンのあぶり焼
き。夜はぼんぼりが点灯するので、夜桜鑑賞
にもおすすめです。

庄内町新産業創造館クラッセ
「亀ノ尾」発祥の地・庄内町で、地
元酒蔵などをめぐり、新酒や料理
を味わう人気のイベント。

しょうない金魚まつり
MAP : P7 ６月 イベント

庄
内
町
に
は
年
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
る

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

季
節
ご
と
に
参
加
し
て

庄
内
町
の
食
や
文
化
を
楽
し
ん
じ
ゃ
お
う
。

「
庄
内
町
の
小
さ
な
旅
」
は

ま
ち
を
よ
り
楽
し
む
た
め
の
体
験
ツ
ア
ー
。

庄
内
町
の
「
い
い
も
の
・
い
い
こ
と
」
を
満
喫
!!

Shonai town 
EVENT  CALENDAR

庄内町の
お雛めぐり

和合の里を創る会

白銀のスノートレッキング in 北月山荘

４月中旬 イベント

１月中旬 年中行事

MAP : P22 ３月 イベント
北舘神社例大祭

北館大学助利長公を
御祭神とした神社。
五穀豊穣と平和を祈
ります。

5/30 は清河八郎の祥月命日。八郎
の辞世の句などの詩吟や講話が行
われます。

MAP : P22

5/30 年中行事

オフロードバイクの耐久レー
ス。子どもも参加でき、キャ
ンプも一緒に楽しめます。

MAP : P21 ７月下旬 イベント

清河神社例大祭
MAP : P11

5/1 年中行事

庄内町新産業創造館クラッセ
イベント広場

「振袖金魚」と呼ばれる庄内金魚や錦
鯉の販売をメインに、植木屋や屋台が
並ぶお祭りです。期間中は金魚すくい
やマルシェなどのイベントも開催。

MAP : P22 ４～11月 体験施設

4 月5 月
ややまつり

連なる赤い鳥居が目印の庄内町唯一の
神仏習合寺でヨガ体験。ご住職から座
禅の作法も教えてもらいました。

大
自
然
に
包
ま
れ
た
北
月
山
エ
リ
ア
か
ら

田
園
が
広
が
る
余
目
エ
リ
ア
ま
で
、
ま
ち
全
体
が
体
験
フ
ィ
ー
ル
ド
。

6 月

南部山村広場

ガイドの案内のもと約２時間の羽黒古道
を登り、羽黒山頂でご祈祷を受けました。

羽黒古道を行く
出羽三山「生まれかわりの旅」

7月

庄内町観光協会

ファンデューロ
月山

月山麓で名人のガイドで山菜をハンティング。収穫した山
菜は、アウトドアクッキングで天ぷらを作りました。

春山の恵みをハント！
山菜ツアー

3 月

米のふる里新酒まつり
in　庄内町

MAP : P7 ３月上旬 イベント

2 月

年間行事

庄内町の小さな旅

企
画
内
容
や
開
催
時
期
は
年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

参
考
ま
で
に
、
今
ま
で
に
開
催
し
た
「
小
さ
な
旅
」
を

ち
ょ
っ
と
だ
け
ご
紹
介
。

冬
春

夏初

ヨガ×座禅 in 白狐山光星寺

庄
内
町
観
光
協
会
が
企
画
運
営
し
て
い
る
着

地
型
観
光
。
庄
内
町
観
光
協
会
の
サ
イ
ト

「Navi

庄
内
町
」に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
２
３
４
（
４
２
）
２
９
２
２

A SMALL TRIP
 in Shonai town
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12月

しょうない氣龍祭あなたが選ぶ
日本一おいしい
米コンテスト

庄内町の伝統ほうき
を、地元の名人指導
で作るワークショッ
プ。一度作ると数十
年使用できます。
ほうきの材料となる
ホウキキビの定植
（５月）と刈り取り（８
月）をする応援隊も
募集中！

500 点を超える自慢のお米がエント
リー。食味計を使わず食べ比べ形式の
「ベロメーター」で審査し、日本一お
いしいお米が決定されます。

MAP : P21
立谷沢字西山 1-67
0234-59-2137

月
山
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に

立
谷
沢
の
自
然
体
験
拠
点
に

北
月
山
荘

月
の
沢
温
泉

まぎしま

立
谷
沢
川
流
域
の
奥
座
敷
に
あ
る
温

泉
宿
泊
施
設
。
県
内
で
は
３
カ
所
し

か
な
い
酸
性
泉
。
近
く
に
は
南
部
山

村
広
場
、
ケ
ビ
ン
や
鶴
巻
池
な
ど
が

あ
り
、
自
然
体
験
が
満
喫
で
き
ま
す
。

モンベル
フレンド
ショップ
に登録

狩川八幡神社例大祭

神楽の奉納やみこし担ぎなど
が練り歩きます。家紋入りの
提灯が、戸口の先に飾られる
夜の景色は幻想的。

MAP : P22

MAP : P22

MAP : P22

MAP : P8

MAP : P7

御諸皇子神社例祭

山車行列と５頭の獅子が腹に
抱えた太鼓の音に合わせて踊
り、清川獅子と神楽が町中を
練り歩きます。

出羽三山や善寳
寺とともに庄内
の霊場として古
くから信仰を集
めてきた神社。
「亀ノ尾」発祥の
地としても知ら
れています。例
祭では神事が厳
かに行われます。

14 日の前夜祭ではみこし渡御が、15日の本祭
ではみこしや奴振りなどによる行列が練り歩
き、子ども達のかけ声と沿道の声援で、余目
の町中がにぎわいます。

「龍」をコンセプトに五穀豊穣と
町の発展を祈る新たな祭り。２
体の龍が夜のまちを練り歩く姿
は圧巻です。庄内の食も大集合。

MAP : P11 8/18 年中行事 8/21 年中行事

9/11 年中行事

9/14 ~16 年中行事

熊谷神社例祭

槇島ほうき作り体験

余目八幡神社例祭

8/11 イベント

余目八幡神社

県道 44号線
庄内町ギャラリー温泉町湯周辺

きのこ採りハイキング
＆青空クッキング

専門知識が必要なきのこ採りの名人
案内のもと、紅葉がきれいな月山で
ハンティング。ランチは北月山荘の
本格ピザ窯でアウトドアクッキング
を楽しみました。

立谷沢の秘境、大池でじゅんさい摘み体験
を楽しみました。

～秘境の大池でじゅんさい摘み取り～
小舟で漕ぎ出す自然体験

余目まつり

余目あんちゃ豆
収穫体験＆料理教室

余目あんちゃ豆の収穫と料理教室をして、
あんちゃ豆フルコースを堪能しました。

風車村のラベンダーを摘み、庄内シルク
のストールを染色体験。そば打ち体験も。

～癒しのラベンダー染め～
Myシルクストール作り

8月

12年分の御利益がある卯年御縁年に、
月山山頂までトレッキングし、月山神
社を参拝。下山後は、北月山荘の温泉
で汗を流しました。

12 年に一度！
月山卯年御縁年参拝ツアー

9月

詳細は４ページへ

10月

しょうない秋まつり
10月上旬 イベントMAP : P8

総合体育館周辺
庄内町の農・商・工が一堂に会する大収
穫祭です。「んめものいっぱいコーナー」
などの出店の他、金魚すくい大会や環境
フェア、ステージ発表も。

11月11月

農家レストラン農々家でカラトリ芋
の郷土料理を食べて畑で芋を掘り、
保存食用の芋がら作り。芋がらと料
理手帳（レシピ）のおみやげ付き。

秋の農業体験
～在来作物カラトリ芋を
食べて！掘って！編んで！～

月山龍神マラソン
10月上旬 イベント

11月下旬 イベント

MAP : P11

清川グラウンド

余目第四まちづくりセンター他
龍神信仰の街道を走
る、地元住民とのふれ
あいを大切にした交流
マラソン。秋の味覚
たっぷりの地元グルメ
も大きな魅力。

夏
秋
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お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
時
は
？

ま
ち
の
飲
食
店
、
こ
ん
な
に
あ
り
ま
す

気
軽
に
ラ
ン
チ
を
食
べ
た
い
時
も
郷
土
料
理
と
地
酒
に
舌
鼓
を
打
ち
た
い
時
も
。
庄
内
町
の
食
を
お
試
し
あ
れ
。

一幸食堂　42-3221
一番亭　28-8192
かなめ食堂　0120-91-3068
中華そば 八千代  42-2166
中国料理あじ彩　42-0850
つるや　43-3901
麺厨房 煌麺　43-6635
らーめん支那虎　25-0056

MAP : P7余目市街地

居酒屋 小林食堂　25-1275
居酒屋 しょうじ　43-3906
居酒屋 にいちゃん　25-5139
居酒屋 二号店　42-3564
居酒屋 ひげ坊主  42-3901
稲村  45-0615
酒と仕出し かねこ　42-2149
酒友快処 うたげ家　42-3713
ホルモン・焼肉居酒屋 
　　まるしん。28-9852
レッドサルーン　28-8665
やき鳥一久  43-3920

MAP : P7余目市街地

手打うどん鶴　42-3176
依田善　42-3335

爽味旬風 和心　42-1189
農家レストラン農々家　090-7665-4701

MAP : P7余目市街地

お好み焼 なにわ　43-3287
MAP : P7余目市街地

カフェ&ギャラリーJUJU　43-0404
カフェ&ダイニング
　　K-Dining　42-2253
ブリラーノ　42-3867
レストラン香林塔　42-2253
LOTUS coffee stand　090-1996-0509

MAP : P7余目市街地
川村食堂　42-2179
軽食ひまわり
　　ヤマザワ余目店　42-2211
ケンチャンラーメン
　　余目店　43-1109
三平食堂　42-3037
田村食堂　43-3377
中華そば家 たかはし　42-0355
遠田食堂　43-2622
麺工房 香味屋　25-4355
麺や 猪鹿蝶　090-6628-2250
ラーメン萬人　43-4780

MAP : P8余目市街地

居酒家 ほりこし　43-8832
割烹 繁利屋・串処 35 番　42-3035
創作BAL KURA  090-1996-0509
やきとり一平　42-0289
焼肉もりもり　28-8226

MAP : P8余目市街地

MAP : P8余目市街地

MAP : P11清川地区内

梛の木カフェ　42-3396
ホワイトハウス  42-3317
和牛料理はんだ　42-0883

MAP : P8余目市街地

鉄板焼 こみせん　28-9222
焼きそば専門店テンテン　42-0884

MAP : P8余目市街地

MAP : P22全体

パストラール   42-3351
花のドライブイン  42-3527
ラーメンショップ椿 
　　狩川店　56-3223
  

MAP : P22全体

主婦レストランいろどり（風車市場内）56-3039

  

飲み処

和食処

ラーメン
食堂・洋食

カフェ

パン・
スイーツ

お食事処 御殿茶屋（川口番所内）　25-5885

森のケーキ屋さん  42-3342
MAP : P8余目市街地

MAP : P11清川地区内

あづま屋菓子舗　57-2087 MAP : P22全体

武田餅屋　56-2609

お好み焼き
たこ焼き・焼きそば

お
店
の
場
所
は
余
目
マ
ッ
プ
、
清
川
マ
ッ
プ
、

全
体
マ
ッ
プ
と
連
動
し
て
い
ま
す
。

カフェ余目製パン　42-1359
川村もち店　42-3371
FELICITA　090-3131-0668

MAP : P7余目市街地

+

市外局番は
0234



18 19

な
ん
で
も
バ
ザ
ー
ル
あ
っ
で
ば
（
Ｐ
５
）
と

道
の
駅
し
ょ
う
な
い
風
車
市
場
（
Ｐ
22
）
で
。

お
み
や
げ
の
購
入
は

鯉川酒造の酒／復活させた地元の酒米
「亀ノ尾」をはじめ、地元産原料にこだわっ
た酒造りで、すっきりとした旨辛口が特徴。

プリンセスエールとタートルエール／
庄内町産「つや姫」と「亀ノ尾」を使用した「山
形の地酒うめかわ」のクラフトビール。

佐藤佐治右衛門の酒／「やまと桜」の銘
柄で親しまれてきた酒蔵。「純米酒メダカライ
ス」は2023年に新体制になって誕生した新商品。

かりんと百米／「米シスト庄内」の特別栽培米はえぬきを
100%使用した米粉のかりんとう。７種の味わいが楽しめる。

はらぺこファームの商品／ラズベリー畑の観光農園が栽
培から製造販売する商品。ラズベリーリーフのお茶、ラフラン
スソース、プラムソース、ブラックベリーソース、バジルのジェ
ノベーゼソースなど。

しそ巻き／甘めのみそ
を青しその葉で巻いて油で
揚げたおふくろの味。

バナナボート／清川の「あづま屋菓子舗」一番人気スイーツ。バ
ナナなどが入っていないリッチシリーズも。お買い求めは同店で。

いどご煮／小豆ともち米を一
緒に炊いたローカルスイーツ。レ
トルトだから即食可。

あまるめおこし／黒砂糖と
庄内町名物・青きな粉をまぶし
た米おこし。

藻屑蟹 出汁の素／最上川の天
然モクズガニを丸ごと使っただし
汁。本格的なコクと味。

焼き菓子など／町内の就労支
援施設が作る焼き菓子は地元食材
がたっぷり。

跡の青きな粉／庄内町跡
地区に、江戸時代から伝わる
特産品。黄緑色のきれいな色
で、お餅にピッタリ。

サルサソース／「いで
葉工望」と「はらぺこファー
ム」のコラボ商品。ピリ辛
の万能サルサソース。

玄米デカフェ／種類の異なる
地元産玄米を組み合わせたオリジ
ナルブレンド。

杵つき餅／庄内産でわのもちを使用した「梅木もち屋」の丸餅
は、白、とちもち、よもぎもち、玄米餅、紅白もちの５種類。

庄内まるもち／庄内ならではの餅文化である丸餅を、紅白に
セットにした「山形庄内かめこめプロジェクト」のプチギフト。

亀じいの玉手箱／庄内町のコシヒカリを使っ
た就労支援施設「ひまわり園」の手作りクッキー。

ハラダのカレーの素／地域食材を
使った本格スパイスカレールー。肉と水
か牛乳があれば気軽に作れるヒット商品。

サクサク甘えび／「山形の
地酒うめかわ」プロデュース、
庄内産海産物の乾き物シリーズ。

ハナブサ醬油の商品／「醬油塩」はしょうゆもろみを絞った後に底に
たまる「おり」と庄内沖の海水で作る塩。「しょうゆの実」は「食べるしょうゆ」
とテレビで話題になったごはんのおとも。肉や魚の調味料にしてもgood。

マルハチの漬物／「山形が誇る漬物文化と新しい漬物」がコンセ
プトの漬物メーカー。「雪ん娘」「若もぎ小茄子」「山形のだし」はロン
グセラー商品。お買い求めはスーパーや通販サイトで。

みーばぁのしその実つくだ煮／
立谷沢地区の「タチラボレディース」
がしそ栽培から手がけている商品。

庄内米食べ比べギフト／「おいしいお米のコンテスト」受賞歴を
持つ「吉祥ファーム」が２合キューブのお米を詰め込んだギフトセット。

お
す
す
め
の
お
み
や
げ
は
？

庄
内
町
の
「
食
」
お
み
や
げ
図
鑑

お
い
し
い
お
米
の
ル
ー
ツ
「
亀
ノ
尾
」
が
誕
生
し
た
庄
内
町
。

だ
か
ら
自
慢
は
や
っ
ぱ
り
お
米
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

／庄内産でわのもちを使用した「梅木もち屋」の丸餅
は、白、とちもち、よもぎもち、玄米餅、紅白もちの５種類。

庄内米食べ比べギフト／「おいしいお米のコンテスト」受賞歴を
持つ「吉祥ファーム」が２合キューブのお米を詰め込んだギフトセット。

お米の加工品

ごはんとお酒のおとも

しそ巻き
を青しその葉で巻いて油で
揚げたおふくろの味。

ハラダのカレーの素
使った本格スパイスカレールー。肉と水
か牛乳があれば気軽に作れるヒット商品。

サクサク甘えび／
地酒うめかわ」プロデュース、
庄内産海産物の乾き物シリーズ。

みーばぁのしその実つくだ煮
立谷沢地区の「タチラボレディース」

おいしいものいろいろ

お米とおもち
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山
の
山
頂
は

庄
内
町

湯
の
澤
温
泉
 

地
蔵
の
湯

ス
タ
ジ
オ
セ
デ
ィ
ッ
ク

庄
内
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト

月
山
高
原
牧
場

休
暇
村
庄
内
羽
黒

月
山

８
合
目

湯
殿
山

ス
キ
ー
場

湯
殿
山
神
社

月
山
神
社

庄
内
ゴ
ル
フ

倶
楽
部

乳
イ
チ
ョ
ウ

が
有
名

清
河
八
郎

回
天
の
道

荒
鍋
内
川

農
村
公
園

小
出
沼

農
村
公
園

霊
輝
院

や
や
ま
つ
り

砂
越
駅

狩
川
駅

藤
島
駅

鶴
岡
駅

余目
駅

余目
駅

南野
駅

西 袋 駅

清 川
駅

北 余 目 駅

清
川
M
AP

P1
1-
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へ

余
目
市
街
地
M
AP

P7
-8
へ

千
河
原
八
幡
神
社 P1

3

「
亀
治
の
ひ
な
人
形
展
」
会
場

飛
龍
伝
説
の

伝
承
地

亀
ノ
尾
の
里
資
料
館

P1
4

P1
5

庄
内
町
唯
一
の
神
仏
習
合
寺

白
狐
山
 光
星
寺

熊
谷
神
社

タ
チ
ラ
ボ

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ

最
上
川

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
施
設

P1
4

ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
や
展
望
塔
、

木
製
遊
具
の
あ
る
広
場
な
ど

境
内
に
は
御
瀧
神
社
も

施
設
内
の
６
次
産
業
化
共
同
利

用
加
工
場
で
は
、
地
元
の
特
産

品
開
発
を
実
施
中

ウ
ィ
ン
ド
ー
ム
立
川

（
風
車
村
）

桜
の
名
所

北
舘
神
社

月
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

狩
川
八
幡
神
社

立
川
複
合

拠
点
施
設

楯
山
公
園

金
沼
 八
幡
神
社

M
A
P

飛
龍
伝
説
が
伝
わ
る
余
目
エ
リ
ア
と

龍
神
信
仰
が
残
る
立
川
エ
リ
ア
。

龍
と
と
も
に
歩
む

り
ゅ
う
な
庄
内
町
の
全
貌
を

一
挙
に
ご
紹
介
。

P1
5

P２

庄
内
空
港
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5

47
7

11
2

7

南
部
山
村
広
場

月
の
沢
温
泉
  北
月
山
荘

フ
ァ
ン
デ
ュ
ー
ロ
月
山

の
会
場

国
の
登
録
有
形
文
化
財

六
渕
砂
防
堰
堤

国
の
登
録
有
形
文
化
財

月
山
登
山
と
ア
ウ
トド
ア
体
験
の

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

堤
高
15
m
か
ら
流
れ
落
ち
る

川
水
の
迫
力
は
圧
巻

羽
黒
山
頂
の
出
羽
三
山
神

社
に
続
く
古
の
信
仰
の
道
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5

羽 黒 古 道

P1
3
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6

宿
泊
施
設

交
通
案
内

観
光
レ
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タ
サ
イ
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レ
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宿

宿

宿

宿
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月
山
荘
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余
目
ホ
テ
ル
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長
村
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04
6

あ
ま
る
め
ゲ
ス
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ハ
ウ
ス
M
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HO
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E  
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フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ッ
ジ
旅
籠
屋
・
庄
内
店
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23
4-
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町
営
バ
ス
02
34
-4
2-
01
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松
山
レ
ン
タ
カ
ー
02
34
-5
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24
40

関
東
自
動
車
興
業
02
34
-4
3-
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44

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
泉
 0
23
4-
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-0
21
0

旅
館
 平
成
館
    
02
34
-4
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民
宿
ふ
き
の
と
う
　
02
34
-4
3-
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09

鶴
岡
IC

湯
殿
山
IC

酒
田
IC

酒
田
中
央
IC

鶴
岡
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T

庄
内
空
港
IC

ラ
ー
メ
ン

シ
ョ
ッ
プ
椿

狩
川
店

か
っ
ぱ

伝
説
の
地

連
な
る
赤
い

鳥
居
が
目
印

月 の 沢 龍 神 街 道

庄
内
町
立
谷
沢
川

流
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

P1
4

P1
4

庄
内
町
新
産
業
創
造
館
ク
ラ
ッ
セ

清
川
歴
史
公
園
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00
~1
7:
00
  無
料（
4~
11
月
）

M
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4
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羽
黒
山

(4
14

m）

14
00
m

羽 黒 山 口 コ ー ス

P1
4

P1
4

湯
殿
山
口
コ
ー
ス 志

津
口
コ
ー
ス

肘
折
口
コ
ー
ス

北
月
山
荘
か
ら
月
山
８
合
目
ま

で
車
で
45
分
。
８
合
目
か
ら

月
山
山
頂
ま
で
は
片
道
３
時

間
。
弥
陀
ヶ
原
や
鳥
海
山
な

ど
眺
望
が
す
ば
ら
しく
、
高
山

植
物
も
多
彩
。
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立
谷
沢
川
の
清
流
が
堤
長
19
3m

の
防
堰
堤
を
流
れ
落
ち
る
美
し
い

景
観
ス
ポ
ット

キ
ャ
ン
プ
も

で
き
ま
すご

当
地
サ
ー
モ
ン
の

ガ
ッ
サ
ー
モ
ン

P1
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:00
~1
7:0
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有
料
（
定
休
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曜
、
3~
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月
）

町
営
バ
ス

余
目
タ
ク
シ
ー
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3-
24
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ク
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ー
テ
ィ
タ
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ー
02
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庄
内
町
淡
水
魚
養
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設
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目
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テ
ル

北
月
山
荘

フ
ァミ
リ
ー
ロ
ッ
ジ

旅
籠
屋

・
庄
内
店

「
亀
ノ
尾
」
生
み
の
親
・
阿
部
亀

治
の
資
料
な
ど
を
展
示
。「
あ
な

た
が
選
ぶ
日
本
一
お
い
し
い
米

コ
ン
テ
ス
ト
」
会
場
の
余
目
第
四

ま
ち
づ
くり
セ
ン
タ
ー
も
コ
コ
。




